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＜デイケア事例検討＞

山田　健次　様（73）

主病名：統合失調症　利用期間：1年6ヶ月目
検討内容　評価と治療計画の見直し

治療計画

1 定期的な通所を促し、日中の活動場所の提供、昼食の提供、入浴等を通じ保清の促しをしていく。

2 生活面を確認し、不足な所は助言をしていく。

最近の様子
・入浴は週3回は行えている。（自宅では入っていない様子）

· 昨日、欠席連絡こず、本人様宅に電話がない事から兄様に確認協力をして頂いた事があった。（兄様は定期的に様子を見に行っている様子）

· 膝痛にて冬の坂道が苦痛で来所したがらない事がある。

· 本人様としては、デイケアに対し「ここに来れているのがいい。」と話され、今の生活に不自由はない様子。

· 南病棟前に座り込み、間食をしている事がある。

· 来所後、朝におにぎりやチキンカツを食べている事があるが、それは間食であるとの事。朝食には卵かけご飯を食べている様子。

· 体重は保たれている。

· 考え事をしていると幻聴に邪魔をされる事があるとの事。

· 考え事（金銭・膝痛・不安事など）がまとまらなくなると、みずからスタッフへ相談に来る事が出来ている。

治療計画の見直し
1 日中の活動場所を設け、現実へ意識を向ける機会とすると共に、相談ごとの出来るような場所と

して提供して行く。

2 日常生活面の状況確認を行い、必要に応じ助言や援助を行っていく。
＜連絡事項＞

· 明日、13：00より、実地指導予定。15：30から施設見学もあるので、環境整備を行いましょう。

· 11/3（火）創立記念式典：プラザホテルにて17：50から写真撮影があるので、遅れずに参加しま

しょう。

＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀　様～現在、娘様は田面木小学校で一時間程しか過ごす事が出来ておらず、別室で一

人過ごしている状態との事。うみねこ教室の先生より根城小学校では少人数対

応が可能な為、そちらへの転校を勧められたとの事。娘様としては、親しい友

人と離れたくない、来年の修学旅行も知らない人とは行きたくないと話してい

る。また、転校ともなれば父様へも伝えなければならなくなるので、よく検討

するよう伝えている。

· 駒木　学　様～今朝、女性の声で幻聴があったが今は落ち着いたとの事。また、人混みにいると自

身の考えが幻聴となって聞こえてくるとも話されている。

· 横町　浩　様～就職を目標にしており、うみねこ幸房利用を勧めると「別にいいよ。」との事。し

かし、土・日の利用や幸房での仕事内容には受け入れに欠け、叔父の農業を手伝

いたいとの希望がある様子。うみねこ幸房の体験利用に関し、関係機関と検討し

ていく。

· 五日市　公　様～昨日、入浴時に浴槽へ20分程つかるが、その後脱衣場まで自力でたどり着けず

介助を要している。脱衣場の椅子に腰掛けたとたんに便失禁が見られ、頭がボ

ーっとするとの訴え聞かれる。血圧測定し77/58㎜Ｈｇ、脈拍72回/分を示し

ている。本人によると今回のような状態になったのは2回目との事。その後は

日課に支障なく過ごされている。本日は、昨日の件について何度も謝り、気に

している様子が見られる。

· 其田　淑子　様～昨日の午後にイライラした様子が見られ、介護保険の事や今後の生活について

たずねてくる事がある。「こんなに時間がかかるのはおかしい。すぐに決まらな

くてイライラする。」と訴える。兄様からは直接市役所との相談を勧められたと

の事だが、関係機関を通じ対応するよう説明するが納得できずにいる。足痛も

ありデイナイトケアを欠席したい様子だが、自宅で一人イライラしているので

はなく、通所し一緒に悩み事について検討していく事を勧めている。

・　高橋　百壽　様～昨日16：00腹痛を訴え母様に迎えに来て頂き、日本赤十字病院消化器科を受診

している。大腸炎と診断を受けたとの事で、暫らくは消化の良いもの・油分の

少ないもの・おかゆ・キザミのものを食べるよう指示があったとの事で、食事

箋を準備予定。

· 田中　正士　様～本日、運動プログラム時によろめき、タオルかけが曲がってしまう事がある。

その後、その事について本人様が気にしている様子が見られる。

＜外来情報＞

· 東海林　康之　様～母様、胃潰瘍を患っているとの事。あすなろ交流会については「あっという間

に過ぎました。」との事。

・　大下　良悦　様～「8時間で寝すぎる。」との事だが、丁度良い事を伝えている。

· 神山　和典　様～うみねこ幸房について、今後利用を1年延長したいと希望聞かれる。

· 村上　元道　様～うみねこ幸房について、「疲れるけど楽しい。」との事。最近、朝起きれないとの

事で、眠剤減薬。

· 巴　勇樹　様～最近のにやつきについては「歌を唄っているだけ。」との事だが、診察中もにやつ

き著明に見られる。体重について本人は痩せてきたとの事だが、69.4kgで体重増

加が見られる。次回11/3（火）受診予定。

· 川口　尚良　様～最近、倦怠感、億劫感、食欲低下を感じるとの事。「体重をキープしたい。」との

事で、ドグマチール50㎎1錠（朝）追加処方となる。本日のＡＡ参加について

「どうしようかな。」と話され、参加を勧めている。

· 其田　淑子　様～「ももが痛い。」と訴えるが、日本赤十字病院の整形外科より処方された軟膏と、

当院より処方された湿布を使用しており、どちらかを使用するよう伝えている。

又、グループホーム利用について本日検討会を予定している。

· 淡路　智恵子　様～日本赤十字病院の皮膚科を一ヶ月に一度受診しており、そちらで3ヶ月ごとに

採血を行っている為、当院での採血は１年に一度とする。他院で採血を行わ

なくなった際や、他院での採血データなど報告するよう伝えている。

· 菅野　勝利　様～体重73.6ｋｇ、１１月より栄養指導実施予定。

· 中村　鶴子　様～最近、どんな事にもイライラし眠気を感じるとの事。母様の介護については、利

用出来るサービスを活用し、自身の負担を軽減するよう伝えている。姉様より、

目つきの鋭さが見られる事もあり、入院は時間の問題であるとの情報を得てい

る。必要に応じ早めの受診を促し、薬剤調整をする予定。

· 駒木　学様～最近、幻聴があり困るとの事。疲労を感じたら一時的に入院しても良い事、デイケア

利用は無理をしない事を、主治医より助言あり。本日、リスパダールコンスタ筋注

実施。

· 上野　千奈津　様～喫煙をやめたが、イライラ感や食欲・体重増加にあるとの事。次回（４週間後）、

採血予定。「友人欲しい、デイケアに参加したいが実行出来ない。」と話され

ている。

· 岩織　由美子　様～青山荘11/14退所予定。今朝は他者の掃除当番を自主的に手伝ったとの事。定

期薬4週間分処方。退所後「ささクリニックに通う。」との事だが、今後検討していく予定。

· 板橋　利美　様～あすなろ交流会について「大した事ない。弁当はおいしかった。」との事。最近、

中途覚醒があるとの事。整骨院に通いたいが、生活保護の為行けないとの事。

整形外科通院日を増やせないか、来月確認をしてくるとの事。

· 大久保　康弘　様～夕方の幻聴は途切れ途切れになってきたとの事。頭がボーっとする事があるが、

眠気はなく「だいぶ良くなった。」との事。一週間に一度は早朝覚醒があると

も話されている。

· 繁名　和恵　様～11/12大腸検査予定にて説明を行っている。幻聴は無いが、「人とのコミュニケ

ーションは大切にしたいと思う。」と話される。

· 豊川　明男　様～採血結果、白血球数増加が確認され、風邪を引いたりしなかったか問うと否定し

ている。しかし、昨日、鹿内内科を受診したとの情報を得ている。内臓に異常

はなく、発熱がなければインフルエンザ予防接種を受けてよいと伝えている。

最近、抜け毛が増え、歩く速度が遅くなったと話されている。

· 清水頭　翼　様～本日、ハロマンス50㎜筋注実施。次回2週間後にも実施予定。

· 高柳　和子　様～体調については「順調、気分の落ち込みはない。」との事。来月からデイケア利

用は週3回になる予定。

· 本多　富美　様～食欲について問うが、返答なく反応の鈍さがあり、亜昏迷様の状態である。本日

デイケア利用は無理をせず、今後の状態観察を行い必要に応じ外来と情報共有

を行っていく。

＜勉強会＞
青陽館火災時緊急行動

	１．出火場所の確認　　　　　火災報知盤で知る

	２．出火現場の確認　　　　　出火現場を探し状況確認

	３．初期消火　　　　　　　　 　消火器使用

	４．消防通報　　　　　　　　　 火災報知装置かPHS使用

	５．施設内への通報　　　　  放送機使用

	６．区画形成

	７．利用者様の避難誘導と残留者なしの確認

	８．人員確認

	９．防火管理者への報告（17時以降は、チーフ）


青陽館　火災発生時の緊急行動の手引
１．出火場所の確認

　火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」。

　①自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつける。

　②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒

区域図面と合わせて見て出火場所を確認する。

２．出火現場の確認

　消火器を持って、出火場所へ急行する。

３．初期消火

　　現場確認の時に消火器によって行う。

　　※事前に消火器の使い方を熟知しておくこと。

　消化できれば終了。消化できなければ、すぐ「消防機関への通報」などの行

動に入る。

４．消防機関への通報

　　消火器での消火がうまく出来なかった場合、直ちに火災発生を消防機関に通報し（通報例文を利用）、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。
報告を受けたSGM（（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（清水）へ連絡。１７時以降はチーフへ報告。
※この通報時に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤

い２個のスイッチを押す）。
※事前に音響停止スイッチを連動操作盤の実物で操作してみておくこと。

　　　消防機関（１１９）へは火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」

をダイヤルすれば通じる。
　　※事前に火災報知器装置の使い方を熟知しておくこと。

５．施設内部への情報伝達

　　次に施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する。通報例文を利用

し３回以上繰り返すこと。

　　※この通報時に警戒音を停止する。
　　※事前に放送機器の使い方を熟知しておくこと。
６．区画形成

　　防火区画形成のため、手動で防火扉を閉める。（防火扉：各階の階段のドア、

外部との通用口）

　　※「出火場所の確認」「消防通報」「施設内部への情報伝達」などは１階スタ
ッフルームで同時操作できる項目である。

７．利用者の避難誘導と残留者なしの確認

　　各階とも下記の①か②のルートで避難する。
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①内部の段階から１階に降り　　１階喫煙所隣の非常口から戸外に避難する

正面玄関から戸外に避難する

浴室側非常口から戸外に避難する

　　②浴室側の非常口から外階段を使用し１階に降り避難する

※各室、残留者がないか確認しながら利用者を誘導し残留者のいないことを確認する。
　　※使用者の名簿を（夜間は懐中電灯も）携帯するのを忘れないように。
※１階喫煙所隣の非常口と３階非常口は、取っ手のプラスチックカバーを捻り破損し、中鍵を外して開く。これは現場で事前に確認しておくこと。
８．人員確認

　　戸外に誘導した利用者を安全な場所に誘導し、人員の確認をする。この時欠

員があれば、名簿で欠員者氏名を確認し、捜索する。

９．報告

①避難場所人員を確認しリーダーへ伝える。

②報告を受けたリーダーは防災対策本部へ報告する。

災害時の通報文例

　　　　　　　　　　青陽館の場合

消防通報専用電話からの通報例文

◆火災通報装置を使用。

①またはPHSでは００１１９を押す。

②＜こちら１１９番＞＜消防署です＞＜火事ですか、救急ですか＞

　　　　「火事です、火事です。」

③＜場所は？＞

　　　　「青陽館です。」

　　　「住所は八戸市田面木字赤坂３５－６８」

　　　「電話番号は２７－２０１６」

　　　「国道１０４号の八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です。」

◆「３階建ての・・・階が燃えています。」

　　　「逃げ遅れた人は」

　　　　　　　　「いません。」

　　　　　　　　「・・・人逃げ遅れました。」

　　　　　　　　「まだ分かりません。」

◆その他、特異な事があれば言う

館内放送例文

「・・・で火災が起きています。メンバーの方はスタッフの指示に従って避難して下さい。スタッフは、・・・から・・・へメンバーを誘導して下さい。」
















